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図書館総合展2017のテーマ

• 「次世代CiNii」の展望

• オープンサイエンスを支える学術情報サービス

• 「次世代リポジトリ」を考えよう

• あなたもなれる「データライブラリアン」

• 研究データ管理サービスの構築に向けて

• NIIサービス A to Z！

• オープンサイエンス研究データ基盤



フォーラムの構成

• NIIとオープンサイエンス（大向）

• 海外の最新動向とこれから目指すもの（加藤）

• オープンサイエンスに対する機関リポジトリコミュニティ

の活動と次世代CiNiiへの期待（片岡）

• 次世代CiNiiの展望（大向）

• ラップアップ



NIIとオープンサイエンス

国立情報学研究所

大向一輝



オープンサイエンスとは

「オープンサイエンスとは、公的研究資金を用いた研究成
果（論文、生産された研究データ等）について、科学界はも
とより産業界及び社会一般から広く容易なアクセス・利用
を可能にし、知の創出に新たな道を開くとともに、効果的に
科学技術研究を推進することでイノベーションの創出につ
なげることを目指した新たなサイエンス」

内閣府『我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について～
サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け～』（2015年3月30日）
http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/



オープンサイエンスとは

2013年6月 G8科学大臣会合の研究データのオープン化声明への調印

2015年3月 内閣府のオープンサイエンスに関する報告書

2016年1月 第5期科学技術基本計画のオープンサイエンスへの言及

2016年7月 日本学術会議のオープンサイエンスに関する提言

オープンサイエンス

市民科学
産学連携

研究者間の
格差是正

成果の再利用で研究の加速化
• 共同研究への積極的な展開
• 研究成果の再現性が向上

研究者の適切な評価
• 若手研究者のビジビリティ向上
• 実験者や解析者にも脚光

ラボ

研究
データ
管理

研究データ

コミュニティ

• オープンアクセス
• オープンリサーチデータ

Web2.0

Science2.0



オープンサイエンスのステイクホルダー



研究データのエコシステム

ボトムアップ：研究者 トップダウン：政府・助成機関

データ公開
公開により研究成果の信憑性を
向上。従来知見の再利用。

公的研究資金を受けた研究成果の
公開。

データ管理
苦労して取得した研究成果を安
全な環境で保全。

研究成果のもととなった研究資料は
10年間の保存を原則。

データ検索
研究活動の効率化。分野融合
型研究の加速。

市民科学。産学連携。国際的な発
信力の強化。

研究データを、
• 公開しなければならないのは研究者の責任。
• 保全する環境を整備するのは研究機関の責任。
• 流通させるサポートをするのは図書館の責任。

（ICSU-IAP-ISSC-TWAS working group, Open Data in Big Data World, 2015年12月より改変）

皆が学術情報流通の主体であることを意識することが重要



研究データ管理の課題

• どのような機関ポリシーを持てばよいのか？

• どのような普及啓蒙をすればよいのか？

• 研究データの管理・公開のために必要なシステム
とは何か？

• ストレージを用意して提供するだけでいいのか？
• 独自システムを検討しているところも多いようだが…

• 機関リポジトリはあるがそれでいいのか？
• 研究データへの特別な対応が必要なのか？

NIIオープンサイエンス基盤研究センターの設立



NIIの研究データ基盤

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見のプロセスをサポート

長期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利用

非公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも連携
• 研究遂行中の研究データなどを共同研究者
間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利用
が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

次期GakuNin RDM



データ管理基盤とデータ公開基盤

研究者向け

• データ管理機能

• 研究証跡の記録機能

• 公開基盤連携機能

• 非公開データ長期保存機能

図書館員・URA向け

• メタデータ管理機能

• データ公開機能

• 管理基盤連携機能

• DOI機能

データ管理基盤 データ公開基盤

大学における業務と整合するように機能を整備

リポジトリ
アドオン

GakuNin RDM



スケジュール

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

整
備
計
画

海
外
連
携

国
内
連
携

１．データ管理基盤開発

２．データ公開基盤開発

３．データ検索基盤開発

【実験連携】
大学ICT推進協議会

大学の情報環境の在り方検討会オープンサイエンス対応WG等

【管理基盤開発協力】情報基盤センター長会議
クラウドコンピューティング研究会

オープンアクセスリポジトリ推進協会

【メタデータ標準策定】
COAR,  OpenAIRE

【国際検索サービス連携】
OpenAIRE

【管理基盤共同開発】
Center for Open Science

試験運用 本格運用実証実験

シ
ス
テ
ム
統
合

H29：基本的な機能の開発
H30：実証実験・技術検証・機能拡充
H31：試験運用・フィードバックによる改善

H30-32：機関として実証実験・試験運用に参加

仕様策定連携 機能開発連携 実験準備連携

【管理基盤共同研究利用連携】
European Open Science Cloud

運用連携実験・試験運用連携

当該WGや協会にタスクフォースを設け、要件定義
や各種課題の検討、運用参加の振興等に従事するこ
とを想定

【公開基盤共同開発】
CERN



次世代CiNiiの展望

国立情報学研究所

コンテンツシステム開発室

大向一輝







CiNiiの現状

• 2016.11 HathiTrust連携

NDLデジタルコレクション連携

• 2017.3 システムリプレイス・データ移行

• 2017.7 VIAF連携

• 2017.10 新日本古典籍総合データベース連携

• 2017.11 CiNii Books 6周年



CiNiiの課題

• コンテンツ大移動

• NII-ELSからJ-STAGE・IR・独自公開へ

• DOIによるアクセシビリティの確保

• ID連携

• DOI・著者ID・機関ID…

• オープンサイエンス

• 研究データ対応

• グローバル対応



ID連携のこれから

• 「誰が」「何を」「どの資金で」を把握

• サービス拡充に加えて業績評価への貢献が可能に

北本 朝展: 研究データとオープンサイエンスに関する基礎的知識 p.19
https://japanlinkcenter.org/top/doc/160317_01kitamoto.pdf に加筆



• 研究データの検索

• 研究データのメタデータに対応する

• データ管理基盤・データ公開基盤からの取り込み

• 他分野の研究データ基盤からの取り込み

• 研究データを取り巻く情報の検索

• 研究データは文献の関連情報

• 文献は研究プロジェクトのアウトプット

• 研究プロジェクトは研究者の活動

• 研究者は組織の構成員

• …

データ検索基盤への要求



データ検索基盤への要求

• 研究データを取り巻く情報のネットワーク

• NII学術情報サービスとの対応



データ検索基盤への要求

• 研究データを取り巻く情報のネットワーク

• NII学術情報サービスとの対応

?



CiNii Research（仮称）

• Researchが意味するもの

• Research Data

• Research Articles

• Research Projects

• Research-er

• Re-search

• 実現手段

• NII学術情報サービスの統合検索

• 研究データの取り込み









CiNii Research（仮称）

• 分野横断的な文献・データ検索エンジン

• まずは国内の情報から

• 詳細なメタデータ記述は（当面）要求しない

• NIIナレッジグラフの構築

• 既存の情報源の統合（CiNii / KAKEN / IRDB…）

• 情報同士の関係性を表現する

• 同種の情報：【例】著者IDと著者名典拠

• 異種の情報：【例】論文と研究データ



図書館とCiNii Research（仮称）

• 関係性データの整備

• 何を作るべきか

• 誰が作るべきか：組織・ユーザ・機械…

• 情報整備の司令塔としての図書館

• ニーズの把握

• 現時点においてはデータ検索は政策ドリブンかつ

シーズ指向

• 研究の現場でデータ検索を必要とするシチュエーショ

ンは？



スケジュール
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運用連携実験・試験運用連携

当該WGや協会にタスクフォースを設け、要件定義
や各種課題の検討、運用参加の振興等に従事するこ
とを想定

【公開基盤共同開発】
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